
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な変更点 ３月まで ４月から 

名称 

みやこ町中央図書館 みやこ町図書館 

みやこ町犀川図書館 みやこ町図書館犀川分室 

みやこ町勝山図書館 みやこ町図書館勝山分室 

休館日 
中央 火曜日 

犀川・勝山 月曜日 
月曜日 ※全共通 

開館時間 １０時から１８時 

みやこ町図書館（本館） 

 １０時から１８時 

犀川分室 勝山分室 

 １２時３０分から１７時 

貸出期限 
図書 １５日間 

雑誌・視聴覚 ８日間 
図書・雑誌・視聴覚 １５日間 

 日  月  火  水  木  金  土 

   1 2 3  4 

5 6 7 8   9 10 11 

12  13 14 15 16 17 18 

19  20 21 22 23 24  25 

26  27 28  29 30  31   

（中央館カレンダー） 

みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２3年 3月１日 第 12２号） 

3月号 

４月から図書館が変わります！ 

新刊案内
《小説》 《その他》 

■『ワンダーランド急行』 荻原浩(著) 日経 BP 日本経

済新聞出版 ■『地図と拳』 小川哲(著) 集英社 ■『祝

祭のハングマン』 中山七里(著) 文藝春秋 ■『ある愛

の寓話』 村山由佳(著) 文藝春秋 ■『書楼弔堂 待宵』 

京極夏彦(著) 集英社 ■『荒地の家族』 佐藤厚志(著) 

新潮社 ■『川崎警察下流域』 香納諒一(著) 徳間書店 

■『令和その他のレイワにおける健全な反逆に関する

架空六法』 新川帆立(著) 集英社  

 

 

 

 

 

 

  

■『歴史をうがつ眼』 松本清張(著) 中央公論新社 

■『70 代は男も女もやりたいことをおやりなさい』 

和田秀樹(著) KADOKAWA ■『世界のヘンな研究』 

五十嵐杏南(著) 中央公論新社 ■『教養としての神

道』 島薗進(著) 東洋経済新報社 ■『対話力』 阿

川佐和子(著) SB クリエイティブ ■『若返りの栄養

学ゆる図鑑』 工藤あき(監修) 宝島社 ■『医師が

教える子どもの食事 50 の基本』 伊藤明子(著) ダイ

ヤモンド社 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3月

（）

本

館                      

●休館のお知らせ 

図書館再編に伴う分室移行作業のため、 

犀川図書館、勝山図書館は3月31日（金）まで

休館しております。 

ご迷惑をお掛けしますが、ご協力お願いします。 

  

※犀川・勝山図書館は 3/31(金)まで休館 

            

       

       

            



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祥伝社 （2022） 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

みやこ町図書館HP 

図書館員おすすめの本 

『メガバンク銀行員ぐだぐだ日記』目黒 冬弥（著） 

            三五館シンシャ（2022） 

       「汗と涙のドキュメントシリーズ」の

最新刊。一見、勝ち組のエリート集団に

見える銀行員も、その実態はなかなか

厳しい。３０年近くを銀行員として過

ごした著者のぼやきと苦悩を綴る。 

銀行の内情も知れて面白い。[和] 

行方不明者捜査協会を利用する依頼

人、そこで働く西山静香を軸に失踪者５

人の物語が展開される。調べていくうち

に、分かってくる過去、知らなければよ

かったと思うケースもあるが、１話１話

が切なくてしんみりする１冊。[ツム] 

『消防レスキュー隊員が教える 

だれでもできる防災事典』 

タイチョー（著） 

KADOKAWA（2022） 

いつ起きてもおかしくない巨大

地震、台風や日常起こりうる事故

まで、あらゆる危険から命を守る

備えが書かれた一冊です。[中] 

『国境で読み解くヨーロッパ』 

加賀美 雅弘（著）朝倉書店（2022） 

島国に住む私たち日本人にはピン

とこない国境。何度も引き直された

境界線を巡る民族同士の対立や現地

の住民インタビューなど興味深い話

が掲載。ヨーロッパのいくつかの国

境にまつわる歴史や文化がまとめら

れています。   [はりねずみ] 

 

『世界の家の窓から ７７ヵ国２０１人の人

生ストーリー』 主婦の友社（2022） 

コロナ禍でステイホームになり

ながらも、私たちは人や世界とつな

がっているなぁと感じられる本で

す。色んな国の色んな窓からの風景

に励まされ癒されます。 

[青] 

『捕り物に姉が口を出してきます』 

神楽坂 淳(著) ポプラ社(2020) 

若干十三歳ながら同心見習いへ

と異例の速さで出世した榊。情報収

集のために早速向かった銭湯で、背

中に刀傷がある鍛冶屋の男を見つ

けた。訳を尋ねる榊に、男は何やら

奇妙な依頼を持ち掛けられた、と打

ち明けた。       [もふ] 

『残された人が編む物語』 桂 望実（著） 

いよいよ、４月から犀川図書館と勝山図書館は、図書館分室として再スタートを切

ります。年末からお休みをいただき、ご不便をおかけしておりますが、これからも情報

提供の場として、皆様のお役に立つ図書館を目指して頑張ります。 

どうぞよろしくお願いいたします。                            ［はりねずみ］ 


